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沖縄医療生協の現状 2019年５月末

組合員数
出 資 金

95,285人
17億9,636万4千円

Oh my
ペットOh my
ペット

発行人

発行所

沖縄医療生協の現状

発行人

医療生協
だより
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　（ミ
ッ
ク
ス
）

6
月
6
日
〜
7
日
、
東
京
に
て

医
療
福
祉
生
協
連
の
第
9
回
通
常

総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
総
会
方
針
学
習
会

で
、「
く
ら
し
の
中
の
認
知
症
」

を
テ
ー
マ
に
、「
互
恵
ケ
ア
」
を

特
別
視
せ
ず
に
、
そ
の
方
の
〝
し

た
い
〞
を
支
援
す
る
、〝
し
た
い
〞

を
共
有
す
る
こ
と
が
、
お
互
い
に

成
長
し
出
来
る
事
を
の
ば
し
、
共

に
生
き
て
い
く
社
会
が
つ
く
ら
れ

る
と
の
内
容
で
し
た
。

　
群
馬
か
ら
の
報
告
で
、
居
場
所

で
支
え
る
認
知
症
「
お
茶
の
み
保

健
室
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

何
度
も
声
か
け
を
す
る
う
ち
に
、

通
う
よ
う
に
な
っ
た
方
の
足
浴
を

す
る
事
に
な
り
、
靴
下
を
脱
が
せ

る
と
ゴ
キ
ブ
リ
が
何
十
匹
も
そ
の

靴
下
か
ら
出
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
か
ら
、
市
の
担
当
者
と
協
力

し
、
自
宅
の
害
虫
駆
除
や
介
護
保

険
申
請
に
よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
た
取
り
組
み
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
些
細
な
会
話
や
状
況

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で
生
活

を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ

を
ど
う
行
政
や
専
門
機
関
と
つ
な

ぎ
問
題
解
決
を
し
て
い
く
か
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

2
日
目
は
２
０
１
８
年
度
の
重

点
課
題
に
対
し
て
の
達
成
状
況
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
黒
字
58
生

協
、
赤
字
38
生
協
の
内
27
生
協
が

2
年
連
続
赤
字
と
厳
し
い
状
況
の

中
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
健

全
で
持
続
可
能
な
経
営
を
重
視

し
、
地
域
組
合
員
と
の
協
力
･
共

有
を
し
て
い
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
の
中
心
テ
ー

マ
「
協
同
の
力
で
い
の
ち
輝
く
社

会
を
つ
く
る
〜
で
か
け
る　
つ
な

が
る　
安
心
を
結
ぶ
（
る
る
ぶ
）

〜
」
と
４
つ
の
重
点
課
題
を
基

に
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め

の
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
き
、

日
頃
の
活
動
を
「
み
せ
る
化
」
で

発
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
全
体
討
論
で
は
、
沖
縄

医
療
生
協
理
事
の
平
良
宗
潤
さ
ん

よ
り
「
沖
縄
の
民
意
は
揺
る
が
な

い
」
と
の
題
で
「
憲
法
、
安
保
、

基
地
、
沖
縄
」
の
総
学
習
運
動
を

始
め
る
こ
と
の
提
案
発
言
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
今
総
会
で
役
員
改
選
が
あ
り
、

岡
山
医
療
生
協
の
高
橋
淳
理
事
長

が
新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
福
祉
生
協
の
２
０

３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に
つ
い

て
の
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
各

生
協
で
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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支部・事業所の表彰について
 1.支部
＜ 組合員ふやし・出資金ふやしの２課題で年
間目標を達成した支部＞　

　①読谷支部　　　　　②真和志あがり支部
　③真和志西支部　　　④糸満支部

＜班づくり年間目標達成支部＞
　（１支部１班以上の班を結成した支部）
　①なご支部　　　　　②屋部支部
　③石川支部　　　　　④与勝支部
　⑤浦添みなみ支部　　⑥那覇支部
　⑦小禄北支部　　　　⑧真和志あがり支部
　⑨真和志西支部　　　⑩首里東支部
　⑪上田支部　　　　　⑫とよみ支部
　⑬長嶺支部　　　　　⑭糸満支部
　⑮糸満南支部　　　　⑯南風原支部
　⑰南城市支部

＜居場所づくり達成支部＞
　①うるま具志川南支部

＜手配りふやし年間目標達成支部＞　　
　①なご支部　　　　　②屋部支部
　③宜野湾支部　　　　④読谷支部
　⑤小禄北支部　　　　⑥真和志みなみ支部
　⑦真和志あがり支部　⑧真和志西支部
　⑨糸満支部
 2.地域班
＜ 班で組合員ふやし10人、出資金ふやし10
万円の達成した班＞　　　
うるま具志川北支部　①支部ニュース班
　読谷支部　　　　　②波平班
　真和志みなみ支部　③たのもし班
　真和志西支部　　　④古波蔵ハイビスカス班
　　　　　　　　　　⑤なでしこ班
　　　　　　　　　　⑥折り込み班
　　　　　　　　　　⑦ひまわり班
　糸満支部　　　　　⑧ピンポン班
　糸満南支部　　　　⑨ぐるくん班
 3.事業所
＜ 組合員ふやし、出資金ふやしの２課題で年
間目標を達成した事業所＞　　

　①那覇民主診療所　　　②医療生協本部
　③やんばる協同クリニック
　④美里高齢者複合施設　⑤石川にじの家
　⑥那覇市地域包括支援センター古波蔵
 4.パーフェクト班賞
＜毎月班会を開催し毎回３名以上参加＞
　名護北支部　　　　：①ささえ班
　与勝支部　　　　　：②折りこうさん班
　うるま具志川北支部：③なでしこ班
　うるま具志川南支部：④コスモス班
   ⑤健康ウォーク班
   ⑥折り込み班
　　　　　　　　　　　⑦三線班
　読谷支部　　　　　：⑧真武模合班

　沖縄がんじゅう支部：⑨花城班
　沖縄市東南支部　　：⑩神谷班
　小禄北支部　　　　：⑪のんの班
　　　　　　　　　　　⑫小禄北折込班
　　　　　　　　　　　⑬北筋トレ班
　小禄西支部　　　　：⑭ジャスコ班
　　　　　　　　　　　⑮西筋トレ班
　　　　　　　　　　　⑯さつきアビタン班
　　　　　　　　　　　⑰うりずん班
　小禄南支部　　　　：⑱もあい班
　　　　　　　　　　　⑲南筋トレ班
　真和志みなみ支部　：⑳ときめき班
　　　　　　　　　　　㉑子どもサポートチーム班
　真和志あがり支部　：㉒識名マジリ班
　　　　　　　　　　　㉓GG友の会班
　　　　　　　　　　　㉔生き生きサークル班
　　　　　　　　　　　㉕北山おとめ班
　　　　　　　　　　　㉖識名センター班
　　　　　　　　　　　㉗識名ときわき班
　　　　　　　　　　　㉘識名うどぅい班
　　　　　　　　　　　㉙なかよし班
　真和志西支部　　　：㉚なでしこ班
　　　　　　　　　　　㉛折り込み班
　　　　　　　　　　　32年金者うたごえ班
　　　　　　　　　　　33年金者ゆんたく班
　　　　　　　　　　　34健康づくりサークル古波蔵班
　　　　　　　　　　　35日舞桃山会班
　首里東支部　　　　：36折り鶴班
　　　　　　　　　　　37さわやか班
　伊良波支部　　　　：38さくら班
　　　　　　　　　　　39AKCテニス班
　上田支部　　　　　：40紫の風班
　　　　　　　　　　　41バウンドバレー班
　とよみ支部　　　　：42うたごえサークルゆうな班
　糸満支部　　　　　：43女性の会班
　　　　　　　　　　　44ピンポン班
　　　　　　　　　　　45みすづの会班
　　　　　　　　　　　46桃李班
　糸満東支部　　　　：47ローズハウスレイ班
　南風原支部　　　　：48カラオケ班
　南城市支部　　　　：49めぐみ班
 5.個人表彰
＜組合員を年間10人以上ふやした個人＞
　（組合員・敬称略）（16）
なご支部　　　　　　①岸本　清 
名護北支部　　　　　②砂川　ツル
うるま具志川北支部　③藤田　義明 
読谷支部　　　　　　④知花　盛考
真和志みなみ支部　　⑤玉城　栄子
　　　　　　　　　　⑥嘉数須賀子
真和志あがり支部　　⑦金城シマ子
真和志西支部　　　　⑧安次嶺榮子
　　　　　　　　　　⑨大城たか子
　　　　　　　　　　⑩宮城　宜子
　　　　　　　　　　⑪名嘉座安子
糸満支部　　　　　　⑫川﨑　善美
　　　　　　　　　　⑬上原千津美
糸満南支部　　　　　⑭浦崎　豊子
南風原支部　　　　　⑮大城スミ子
　　　　　　　　　　⑯秋山　幹雄

　　　　2018年度全国四課題表彰〈沖縄医療生協〉おめでと
う！！

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第408号 2019年７月５日発行（1）



　
介
護
保
険
施
設
の
サ
ー
ビ
ス（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・介
護
老
人
保

健
施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

を
利
用
す
る
際
（
入
所
・シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
）、食
費
・居
住
費
は
原
則
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
が
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
食
費
・居
住
費
の
自
己

負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
負
担
限
度
額
認
定
を
受
け
る
ま

で
の
流
れ
は
必
要
書
類
を
介
護
保

険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
の

市
町
村
、
介
護
保
険
担
当
窓
口
に

提
出
し
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
た
場
合
、
認
定
証
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
認
定
証
を
介

護
保
険
施
設
に
提
示
す
る
こ
と
で

食
費
、
居
住
費
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申

請
書

・
同
意
書

・
被
保
険
者
及
び
配
偶
者
の
預
貯

金
通
帳
の
写
し
（
表
紙
お
よ
び
直

近
３
ヶ
月
の
記
載
の
あ
る
も
の
）
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第
１
段
階　
生
活
保
護
世
帯

第
２
段
階　
非
課
税
世
帯
で
年
金

含
む
収
入
が
年
額

80
万
円
未
満

第
３
段
階　
非
課
税
世
帯
で
年
金

含
む
収
入
が
年
額

80
万
円
超

第
４
段
階　
課
税
世
帯
（
減
額
対

象
外
）

※
配
偶
者
が
課
税
世
帯
で
あ
る
場

合
も
減
額
対
象
外
に
な
り
す
。
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認
定
証
の
有
効
期
間
は
毎
年
7

月
31
日
ま
で
の
適
応
と
な
り
ま

す
。
８
月
中
に
申
請
が
さ
れ
な
い

場
合
は
８
月
分
が
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
な
い
よ
う

に
申
請
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
町
村
の
介
護
保
険

担
当
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
お

願
い
し
ま
す
。
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くらしに活かそう
社会保障制度95

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
に
つ
い
て

増
税
で
新
た
に
5
兆
円
、
国
民

一
人
当
た
り
年
3
万
円
の
負
担

増
に
な
り
ま
す
。
消
費
税
10
％

に
な
っ
た
場
合
、
沖
縄
県
民
の

1
年
間
の
負
担
は
２
、０
２
３
億

円
と
な
り
、
県
民
一
人
あ
た
り
年

間
１
３
７
、０
０
０
円
、
４
人
世

帯
で
54
万
８
千
円
に
な
り
ま
す

（
２
０
１
３
年
・
沖
縄
県
試
算
）。

生
活
が
破

壊
さ
れ
ま

す
。

　
総
務
省

家
計
調
査
で
は
、
5
年
前
と
の
比

較
で
、
2
人
以
上
世
帯
の
消
費
支

出
は
年
間
21
万
円
減
少
し
、
労
働

者
の
実
質
賃
金
も
年
間
18
万
円
減

少
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
な
ど
庶

民
増
税
で
国
民
の
「
使
え
る
お

金
」
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
日
銀

調
査
で
は
、「
貯
蓄
な
し
」
が
全

国
35
％
の
世
帯
に
広
が
り
、
国
民

の
貧
困
化
が
一
層
進
行
し
て
い
ま

す
。
受
取
年
金
も
毎
年
の
よ
う
に

減
ら
さ
れ
、
国
保
や
介
護
保
険
料

も
毎
年
の
よ
う
に
値
上
が
り
を
続

け
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
の
生
活
保

護
世
帯
は
２
万
８
３
０
６
世
帯

（
２
０
１
７
年
）
と
過
去
最
多
と

な
り
、
さ
ら
に
全
国
最
下
位
の
県

民
所
得

と
い
う

厳
し
い

環
境
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
下
で
の
消
費
税
増
税

は
、
景
気
を
悪
化
さ
せ
、
国
民
生

活
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
格
差
の
広
が
り
と

「
国
民
の
貧
困
化
」
の
進
行
か
ら

す
る
と
、
安
倍
政
権
の
方
針
と
は

逆
に
「
庶
民
減
税
」
を
実
施
し
、

　

安
倍
政
権
は
「
増
税
反
対
」

の
国
民
の
声
を
聞
か
ず
、
10
月

か
ら
の
消
費
税
10
％
を
実
施
す

る
動
き
で
す
。
増
税
時
期
が
近

づ
く
に
つ
れ
「
今
は
増
税
の
時

期
で
は
な
い
」と
多
く
の
団
体・

個
人
が
反
対
し
て
い
ま
す
。
朝

日
世
論
調
査
（
3
月
）
で
は
、

増
税
に
「
反
対
」
が
55
％
、「
賛

成
」
が
38
％
と
、
マ
ス
コ
ミ
の

ど
の
世
論
調
査
も「
増
税
反
対
」

が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。　

　
国
民
世
論
を
背
景
に
、
7
月

21
日
の
参
議
院
選
挙
で
「
消
費

税
10
％
」
が
大
き
な
争
点
の
一

つ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国

32
の
一
人
区
す
べ
て
で
、
野
党

統
一
候
補
が
決
定
し
、
そ
の
共

通
政
策
に
「
増
税
中
止
」
が
合

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
専
門
家
の
試
算
で
は
、
2
％

　
沖
縄
医
療
生
協
で

は
、
震
災
翌
年
の

２
０
１
２
年
よ
り
毎

年
3
回
、
約
１
２
０

名
の
避
難
者
検
診
を

と
よ
み
生
協
病
院
健

診
室
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診

の
内
容
は
、
一
般
検
診
の
内
容
に

甲
状
腺
エ
コ
ー
や
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
検
査
を
加
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
は
、
県
民
健
康
調
査
で

事
故
当
時
0
〜
18
歳
ま
で
を
対
象

に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
生
協

で
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
そ
の

ご
両
親
も
含
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
東
日
本

　
２
０
１
１
年
3
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
に
伴
っ
て
発
生
し
た
福

島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線

汚
染
を
避
け
る
た
め
、
福
島
県
か

ら
沖
縄
県
へ
も
多
く
の
方
が
避
難

し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

大
震
災
や
原
発
事
故
に
つ
い
て
報

道
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、

多
く
の
方
の
記
憶
か
ら
薄
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
避
難
さ
れ
て
い
る

方
は
、
依
然
と
し
て
不
安
な
生
活

を
お
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動

が
、
避
難
者
の
健
康
不
安
を
少
し

で
も
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
を
つ
く
る
。
平
和
を
つ

く
る
。
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ

く
る
。」
と
い
う
生
協
の
理
念
に

沿
っ
て
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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避
難
者
健
診
に
よ
せ
て

　
現
在
、
当
会
で
把
握
し
て
い
る

避
難
者
数
は
約
５
７
０
名
。
内

３
９
１
名
が
当
会
の
会
員
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
福
島
県
の
区
域
内

避
難
者
が
故
郷
の
避
難
解
除
に
伴

い
、
人
生
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
る
方
が
「
故
郷
の
友

達
は
み
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
帰
り
た
い
と
思
う
け
ど
、

8
年
も
経
っ
て
話
が
合
う
の
か
。

悔
し
い
わ
、
涙
が
出
る
わ
。
ど
う

し
た
ら
い
い
？
」
と
私
に
話
し
を

さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
沖
縄
県

で
の
生
活
再
建
を
前
向
き
に
頑

張
っ
て
い
る
方
も
沢
山
お
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
区
域
内
・
区
域
外

に
か
か
わ
ら
ず
、
避
難
者
の
誰
も

が
、
こ
の
方
の
よ
う
に
心
の
奥
深

く
で
故
郷
や
大
切
な
人
を
想
っ
て

泣
い
て
き
ま
し
た
。
私
は
ず
っ
と

そ
の
姿
を
同
じ
避
難
者
と
し
て
見

て
き
ま
し
た
。
こ
の
避
難
者
健
診

は
複
雑
で
や
り
場
の
な
い
想
い
の

一
つ
に
確
実
に
寄
り
添
う
支
援
で

す
。
実
施
し
て
頂
き
、
ま
た
、
関

わ
っ
て
頂
い
た
全
て
の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

෱
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沖
縄
県
商
工
団
体
連
合
会
　知
念
三
四
志

わくちん

2019年度
避難者検診を実施

大
企
業
と
富
裕
層
に
応
分
の
負
担

を
求
め
る
時
で
す
。

　
消
費
税
増
税
は
「
戦
争
す
る
国

づ
く
り
」
の
財
源
で
す
。
財
政
赤

字
と
言
い
な
が
ら
、
辺
野
古
新

基
地
建
設
に
2
兆
５
、５
０
０
億

円
（
県
試
算
）、
1
機
１
０
０
億

円
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
11
機
や
Ｆ
35

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
１
０
５
機
を
ア

メ
リ
カ
の
武
器
商
人
か
ら
「
武
器

の
爆
買
い
」
し
て
い
ま
す
。
合
計

1
兆
４
、０
０
０
億
円
の
無
駄
遣

い
で
す
。
大
企
業
へ
の
優
遇
税
を

や
め
る
だ
け
で
年
間
38
兆
円
の

財
源
が
確
保
で
き
ま
す
（
不
公

平
な
税
制
を
た
だ
す
会
試
算
）。

４
２
５
兆
円
の
内
部
留
保
を
溜
め

込
む
大
企
業
に
応
分
の
負
担
を
求

め
れ
ば
、
消
費
税
増
税
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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健康づくり月間健康づくり月間
2019年度

　８月１日から10月3１日までの３カ月間健康づくり月間を開催します。私たち
は、健康づくり月間を通して多くの方が日頃の生活習慣を見直し、日常生活の中で
健康づくり活動を継続していく事を目的とし取り組んでいます。また、子どもの健
康の・親子でつくる健康としてキッズ版健康チャレンジも準備しており、子どもの
健康づくりにも力を入れています。どなたでも参加できますので、多くのご参加お
待ちしております。
　普段取り組めていない健康づくりにチャレンジしましょう！

Γίʔεͮ͘߁݈

《体力づくり》
ᶃࣗ෼のϖʔεͰշద΢ΥʔΩϯάίʔε
ᶄετϨονίʔε
ᶅے೑τϨʔχϯάίʔε

《口の健康》
ᶑ͖ͪΜͱࣃຏ͖ίʔε
ᶒ͔ٵݺޱΒඓٵݺ΁

《たばこ》
ᶓͨ͹͜ٵΘͳ͍ίʔε

《その他》
ᶔϥδΦମૢίʔε
ᶕ݈ͮ͘߁ΓԿͰ΋ίʔε
ʢμϯεɺΧϥΦέɺαΠΫϦϯάɺਫத΢ΥʔΩϯά౳ʣ

ᶖγϯσϨϥਭ຾ίʔε

《教　室》
ᾛࣨڭޭؾ
ᾦےτϨɺετϨονࣨڭ

《食の健康》
ᶆࠓ೔΋ؾݩͰே৯ίʔε
ᶇ໺ͬͨࡊ΀ΓόϥϯεのΑ͍͓৯ࣄίʔε
ᶈؒ৯΄Ͳ΄Ͳίʔε
ᶉݮԘίʔε

《脳いきいき》
ᶊԻಡίʔε
ᶋ͖ͪΜͱ͍͋ͭ͞ίʔε

《アルコール》
ᶐෆద੾ͳҿञ͸͠ͳ͍ίʔε

《親子で取り組む健康づくり》
ᶌҰ೔Ұળίʔε
ᶍ৯ࣄத͸ςϨϏΛݟͳ͍ίʔε
ᶎ਌ࢠͰಡΈฉ͔ͤίʔε
ᶏ̍೔��෼͜Ͳ΋ͱ;Ε߹͏ؒ࣌Λίʔε

Ωοζ൛݈ͮ͘߁Γίʔε
ᶃૣͶૣ͓͖Α͍ϦζϜίʔε
ᶄ͍ͬؾݩͺ͍ମΛ͏͔ͦ͝͏ίʔε
ᶅ͍ݏ͖޷ͳ͘όϥϯεのΑ͍৯ࣄίʔε
ᶆຖ೔͍͋ͭ͞ίʔε
ᶇຖ೔͔ͬ͠Γ͸Έ͕͖ίʔε
ᶈςϨϏɾήʔϜʢεϚʔτϑΥϯ౳ʣؒ࣌Λ͖Ίͯίʔε
ᶉࣗ෼͔Β͢͢ΜͰ͓ख఻͍ίʔε

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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毎
週
水
曜
日
10
時
か
ら
12
時
の

日
程
で
小
禄
市
営
住
宅
集
会
所
に

て
小
禄
は
つ
ら
つ
教
室
（
那
覇
市

住
民
主
体
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
文
字
通
り
那

覇
市
が
進
め
る
事
業
で
あ
り
、
小

禄
北
支
部
が
請
け
負
い
、
沖
縄
医

療
生
協
か
ら
講
師
を
派
遣
し
教
室

を
開
い
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年

に
教
室
を
開
き
今
年
で
３
年
目
に

な
り
ま
す
。

　
内
容
は
「
い
つ
ま
で
も
し
っ
か

り
自
分
の
足
で
歩
け
る
」
た
め
の

筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
歩
行
指

導
と
、
皆
で
楽
し
く
取
り
組
め

る
「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
筋
ト
レ
も
器
具

は
使
わ
ず
、
自
宅
で
も
出
来
る
ス

ク
ワ
ッ
ト
や
つ
ま
先
立
ち
、
バ
ラ

ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
、
下
半
身

を
中
心
と
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
続
け
て
き
て
、
参
加

者
か
ら
「
身
体
が
引
き
締
ま
っ
て

き
た
」「
教
室
に
通
う
こ
と
が
生

き
が
い
で
す
」「
た
く
さ
ん
友
達

が
出
来
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
少
し
き
つ
め
で

す
が
皆
さ
ん
が
楽
し
く
教
室
に
参

加
し
、
継
続
し
た
健
康
づ
く
り
が

行
え
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
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市
町
村
の
特
定
健
診
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
目
的
は
、「
生
活

習
慣
病
」
を
早
め
に
み
つ
け
る
こ

と
で
す
。
健
康
自
慢
で
、
ふ
だ
ん

病
院
に
行
か
な
い
ひ
と
ほ
ど
、
是

非
、
受
け
て
ほ
し
い
健
診
で
す
。

　
脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
と
い
っ
た

重
い
病
で
「
突
然
死
」
さ
れ
る
方

は
、
や
は
り
病
気
に
つ
な
が
る
何

か
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
調
子
が

悪
い
か
ら
健
診
を
受
け
る
の
で
は

な
く
、「
今
年
も
健
康
だ
っ
た
」

と
い
う
確
認
の
た
め
に
特
定
健
診

を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　
特
に
組
合
員
に
は
、
特
定
健
診

に
プ
ラ
ス
１
、０
０
０
円
で
「
健

康
づ
く
り
健
診
」
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
特
定
健

診
に
含
ま
れ
な
い
心
電
図
や
貧
血

検
査
に
加
え
て
、
肺
が
ん
健
診
負

担
金
を
免
除
す
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
組
合
員
だ
け
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
の
で
、
予
約
時
に
是
非
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
組
合

員
に
は
、料
金
が
高
め
の
検
査
で
、

腹
部
超
音
波
検
査
、骨
密
度
測
定
、

子
宮
が
ん
検
査
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
、
乳
房
エ
コ
ー
検
査
が

割
引
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
町
村
の
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

受
診
券
を
使
っ
て
、
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
３
３
、０
０
０
円
ほ
ど
の

ド
ッ
ク
を
、
お
よ
そ
１
３
、０
０
０

円
か
ら
２
６
、０
０
０
円
ほ
ど
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
定
健

診
・
が
ん
検
診
の
内
容
に
加
え
て
、

腹
部
超
音
波
検
査
や
、
肺
機
能
の

検
査
、
視
力
・
聴
力
・
眼
底
カ
メ

ラ
検
査
な
ど
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
お

得
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
秋
か
ら
、
胃
カ
メ
ラ
医

師
2
名
の
補
充
が
あ
り
、
昨
年
の

上
半
期
よ
り
予
約
が
と
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
、
子
宮
が
ん
検
診
に
女
性

医
師
の
配
属
が
あ
り
ま
し
た
。「
子

宮
が
ん
検
診
は
受
け
に
く
い
な
」

と
躊
躇
さ
れ
て
い
た
方
も
お
気
軽

に
受
診
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
午
前
中
は
ど
う
し
て

も
受
診
が
難
し
い
と
い
う
方
に

は
、
月
・
木
・
金
に
限
り
、
午
後

の
子
宮
が
ん
検
診
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
す
べ
て
の
健
診
で
3
〜
4
週
間

後
に
は
結
果
が
で
ま
す
が
、
検
診

者
が
「
健
診
結
果
に
必
ず
目
を
通

す
こ
と
」
を
行
っ
て
い
る
か
が
健

診
ス
タ
ッ
フ
の
心
配
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
健
診
を
受
け
た
こ
と
だ
け
で
安

心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
要
精

密
検
査
」
の
結
果
が
出
て
い
る
の

に
「
面
倒
で
精
密
検
査
を
受
け
て

い
な
い
。」「
忙
し
く
て
検
査
し
て

い
な
い
。」
と
い
っ
た
理
由
で
検

査
を
受
け
な
い
ま
ま
で
、
病
気
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
後
悔
し
て
し

ま
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て

も
、
速
や
か
に
精
密
検
査
を
受
け

て
、
早
め
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　
明
日
か
ら
も
、
家
族
と
何
の
不

安
も
な
い
毎
日
を
過
ご
す
た
め

に
、
毎
年
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
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は
つ
つ
ら
は
つ
つ
ら

日　時：８月17日（土）
　　　　13時30分～16時30分
場　所：沖縄空手会館
参加費：無料

ԋߨ೦ه
　長野県松本市（健康寿命延伸都市）
　講　師：松本市健康産業・企業立地担当部長　小林浩之
　テーマ：「行政とともにつくる健康なまちづくり」（案）

����೥౓
健ͮ͘߁Γγンϙδ΢Ϝ
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とよみ生協病院健診センター

ңΧϝϥҩ૿ࢣʂ
子͕ٶΜঁੑҩࢣ഑ଐʂ
ңΧϝϥҩ૿ࢣʂ
子͕ٶΜঁੑҩࢣ഑ଐʂ

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第408号 2019年７月５日発行 （4）



　
は
じ
め
ま
し
て
。

　
沖
縄
協
同
病
院
研
修
医
1
年
目

の
戸
尾
ま
ゆ
み
で
す
。

　
出
身
は
奈
良
県
で
、
出
身
大
学

は
金
沢
医
科
大
学
で
す
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
沖
縄
が
大
好
き

で
沖
縄
に
住
ん
で
み
た
い
と
い
う

夢
を
叶
え
る
た
め
、
沖
縄
で
の
研

修
を
決
め
ま
し
た
。
趣
味
は
海
に

　
今
回
、
平
和
行
進
へ
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
平
和
に
つ
い
て
様
々
な

事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

名
護
市
二
見
を
ス
タ
ー
ト
し
、

糸
満
市
摩
文
仁
を
経
て
沖
縄
県
庁

前
（
県
民
広
場
）
ま
で
歩
く
7
日

間
は
平
和
そ
の
も
の
で
し
た
が
、

行
進
中
に
設
け
て
い
た
だ
い
た

「
屋
嘉
捕
虜
収
容
所
跡
」「
宮
森
小

学
校
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
事
件
」
等

行
く
こ
と
で
す
。
毎
日
大
好
き
な

沖
縄
に
住
め
て
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。
研
修
生
活
が

始
ま
り
ま
だ
2
ヶ
月
で
す
が
、
少

し
で
も
は
や
く
慣
れ
て
、
患
者
さ

ん
か
ら
安
心
し
て
何
で
も
話
し
て

も
ら
え
る
医
師
に
な
れ
る
よ
う
、

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
の
手
元
に
１
枚
の
請
求
書

が
あ
る
。
日
付
は
14
年
前
の

２
０
０
５
年
11
月
16
日
、
額
は

８
５
０
円
。
沖
縄
協
同
病
院
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
勤
務
中
に
知
り

合
っ
た
自
作
パ
ン
を
売
っ
て
い
る

女
性
の
方
が
い
て
、
私
が
糸
診
に

2
回
目
の
異
動
と
な
り
、
わ
ざ
わ

ざ
糸
診
ま
で
パ
ン
を
運
ん
で
下

さ
っ
て
い
た
。

　
私
と
同
様
に
彼
女
の
パ
ン
を
購

入
し
て
い
た
M
ナ
ー
ス
は
、
私
が

会
え
な
い
時
は
私
の
代
わ
り
に
支

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

沖
縄
協
同
病
院
１
年
目
研
修
医
　
戸
尾
ま
ゆ
み

मҩݚ
঺հ

払
っ
て
い
た
が
、
当
日
は
た
ま
た

ま
休
み
で
あ
り
、
結
局
パ
ン
屋
さ

ん
は
パ
ン
を
置
い
て
「
代
金
は
こ

の
次
に
い
た
だ
き
ま
す
」
と
記
し

た
請
求
書
を
残
し
帰
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、「
の
ぶ
の
パ

ン
」
屋
さ
ん
は
糸
診
に
姿
を
見
せ

な
く
な
っ
た
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ご

主
人
の
体
調
不
良
に
て
島
（
宮
古

島
？
石
垣
島
？
）
に
帰
っ
た
と
の

こ
と
。
記
録
し
て
い
た
電
話
番
号

に
か
け
て
も
現
在
使
わ
れ
て
い
な

い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
み
。
う
か

つ
に
も
パ
ン
屋
さ
ん
の
名
前
も

伺
っ
て
い
な
か
っ
た
。
請
求
書
に

は
「
の
ぶ
の
パ
ン
」
の
記
載
の
み
。

い
つ
で
も
こ
の
請
求
書
は
持
ち
歩

い
て
お
り
、
会
え
た
ら
利
息
分
を

加
え
支
払
う
つ
も
り
で
あ
る
が
、

連
絡
が
取
れ
ず
に
長
年
が
経
過
し

て
し
ま
っ
た
。

　
誰
か
「
の
ぶ
の
パ
ン
」
屋
さ
ん

を
知
り
ま
せ
ん
か
？
も
し
心
当
た

り
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
糸
満
協
同
診
療
所
０
９
８

－

９
９
２

－

３
９
２
０
（
受
付
）
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
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石
川
支
部

石
川
支
部

所在地：うるま市石川
利用法：支部運営会議、
　　　　班会、
　　　　ユンタク会、
　　　　凧作り教室など

わったー

支
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
所
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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2019年
国民平和大行進
2019年

国民平和大行進
2019年

国民平和大行進

の
学
習
会
で
沖
縄
の
先
人
達
が
苦

し
ん
だ
過
去
を
知
り
ま
し
た
。
今

も
脅
か
さ
れ
続
け
て
い
る「
平
和
」

に
つ
い
て
考
え
、
訴
え
な
が
ら
歩

い
た
戦
後
74
年
目
の
夏
は
平
和
を

願
う
多
く
の「
思
い
」と
出
会
い
、

平
和
に
つ
い
て
の
考
え
を
共
感
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
戦
争
を
過
去
の
事
と
せ
ず
、
今

あ
る
平
和
を
守
る
た
め
、
平
和
行

進
を
経
て
感
じ
、
経
験
し
た
事
を

今
を
生
き
る
全
て
の
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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今
回
通
し
行
進
に
参
加
し
て
、

自
分
の
知
ら
な
い
核
兵
器
の
こ
と

や
戦
争
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
争

が
ひ
き
お
こ
す
悲
惨
さ
や
恐
ろ
し

さ
を
後
世
に
も
引
継
ぐ
こ
と
が
必

要
で
、
二
度
と
同
じ
あ
や
ま
ち
を

起
こ
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
進
に
関
わ
っ
た
多
く

の
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、

こ
の
出
会
い
は
自
分
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
は
じ
め
て
の
平
和
行
進
の
参
加

で
し
た
が
、
と
て
も
貴
重
な
経
験

と
な
り
、
ま
た
平
和
に
対
す
る
思

い
も
い
っ
そ
う
強
く
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
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沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第408号 2019年７月５日発行（5）



１面左上に掲載しています。応募の方法は、お名前・住所・ペットの種類と名前・コメ
ントを明記の上、画像データを貼付し、下記のメールアドレスまでお送り下さい。採用
された方には図書カード（500円）を進呈いたいします。ご応募お待ちしております。

˞ը૾σʔタ͸、ࣗ͝਎ͰࡱӨ͞Εͨ΋ͷΛ͓͍͠ئま͢ɻΠンタʔωοτ্ͷσʔタ͸
　ஶ作ݖ৵֐ʹなるՄೳੑ͕͍͟͝ま͢ͷͰ͝ԕྀԼ͍͞ɻ

飼い主：Ｎana さん　名前：右上・ロッシー、左上・マメちゃん、手前・たまご　種類：猫（ミックス）
コメント：上から人を見下ろすのが好きだニャン。いつも 3匹仲良く寄り添ってまーす。

　ஶ作ݖ৵֐ʹなるՄೳੑ͕͍͟͝ま͢ͷͰ͝ԕྀԼ͍͞ɻ

主：Ｎana さん　名前：右上 ロッシー 左上

oh my ペットoh my ペット

自慢のペットの写真を大募集

メールアドレス：okiiseikyodayori@yahoo.co.jp
問い合わせ先：沖縄医療生協まちづくり推進部　☎ 850-9004

今月の

問合せ先：沖縄医療生協まちづくり推進部　TEL 098-850-9004

７月
の日程 筋トレ　  教室健　康

づくり（　　 ）
①那覇・南部教室 とよみ生協病院７階  筋トレ室
第１・２・４水曜日 午後６時～午後７時
毎週金曜日 午後６時30分～午後７時30分
７月３日（水）、５日（金）、10日（水）、12日（金）、19日（金）、
24日（水）、26日（金）

②浦添教室 浦添協同クリニック  通所リハ室
第２・４木曜日　午後６時～午後７時
７月 11日（木）、25日（木）

③首里教室　首里協同クリニック  通所リハ室
毎週水曜日　午後５時30分～午後６時30分
７月 3日（水）、10日（水）、17日（水）、24日（水）、31日（水）

④中部教室　中部協同病院３階  運動療法室
第２・４水曜日　午後２時30分～午後３時30分
７月 10日（水）、24日（水）

⑤北部教室　やんばる協同クリニック  組合員利用室
毎週木曜日　午後２時30分～午後３時30分
７月 4日（木）、11日（木）、18日（木）、25日（木）

⑥小禄筋トレ教室　小禄市営住宅集会所
毎週金曜日　午前10時～午前11時
７月 5日（金）、12日（金）、19日（金）、26日（金）

⑦我那覇教室（さくら班） 豊見城市我那覇公民館
毎週木曜日　午後７時30分～午後８時30分
７月 4日（木）、11日（木）、18日（木）、25日（木）

７月
の日程

問合せ先：沖縄医療生協まちづくり推進部　TEL 098-850-9004

ダイエットウォーク＆気功
第３水曜日　午後６時 30分～午後８時　7月 17日（水）

スクエアステップ教室
第２・4水曜日　午後３時～４時　7月 10日（水）、24日（水）

とよみ生協病院７階  筋トレ室

とよみ生協病院７階　組合員利用室

漫湖公園清掃ボランティア大募集漫湖公園清掃ボランティア大募集

問い合わせ先　沖縄医療生協ボランティア委員会
TEL 098-856-3107　沖縄医療生協看護部 大城まで

日　　時
集合場所
日　　時：7月13日土　午後１時30分～２時30分
集合場所：漫湖公園 沖縄協同病院側 爬龍橋たもと

ɹ೔ࠒͷ͝ฃಆʹ৺ΑΓܟҙΛද͠·͢ɻ
ɹͯ͞ʮ஍Ҭ૊߹һͱ৬һ૊߹һͷڠಉͷֶͼʯΛςʔϚʹֶशߨ
ԋձΛ։͠࠵·͢ɻ
ɹԭೄҩྍੜڠͷlͻͱͮ͘ΓzΛਐΊΔ্Ͱ஍Ҭ૊߹һͱ৬һ૊߹
һͷڠಉͷऔΓ૊Έ΍ֶͼ͕ॏཁͰ͢ɻ
ɹࠓճ͸໋ཱؗେֶڭतͰ͋Γɺژ౎ͷԵ܇ҩྍੜڠඇৗۈཧࣄͷ
ɻ͢·͍ࢥಉͷֶͼʹ͍ͭͯਂΊ͍ͨͱڠԋ௖͖ɺߨ͝ʹ୎རઌੜ౻ࠤ
ɹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ૊߹һͷΈͳ͞·ͷ͝ࢀՃΛΑΖ͓͍͘͠ئக͠
·͢ɻ

ところ：沖縄合同法律事務所（那覇民主診療所建物内）
対　象：医療生協組合員
担　当：事務所所属の弁護士が交代で受け持ちます
■ご希望の方は、こちらまで（予約申し込み・問い合わせ先）
沖縄合同法律事務所 ☎098-917-1088 住所：那覇市松尾２-17-34
平日、午前９時～ 12時　午後１時～５時 30分にご連絡下さい。

無料法律相談のご案内

ɹ೔ࠒͷ͝ฃಆʹ৺ΑΓܟҙΛද͠·͢ɻ

学習講演会の開催についてʢ͝Ҋ಺ʣ2020年度

職員採用試験職員採用試験の
実施について

日 時 8月4日（日）9時～17時
場 所　産業振興センター結の街（浦添）
職 種　薬剤師、保健師、助産師、看護師、理学療法士、

作業療法士、診療放射線技師、臨床検査技師、
看護補助者、介護支援専門員、管理栄養士、
介護福祉士、システムエンジニア、総合事務

タイトル：大学習講演会
期　　日：７月26日（金）14時～17時
場　　所：沖縄県医師会館・３階ホール
対　　象：地域組合員、職員組合員
内　　容：講演、グループワーク
講演テーマ：「地域組合員と職員組合員の協同の学び」
講　　師：佐藤　卓利 先生（立命館大学教授、乙訓医療生協非常勤理事）
申 込 み：７月16日（火）
　　　　　申し込み用紙にて本部人事教育部宛てに
　　　　　FAX（850-7990）して下さい。

職員採用試験の
実施について

沖縄医療生協では、2020年度正規職員を募集します。
詳細については、ホームページまたは人事教育部まで

お問い合わせください。

問合せ先▶本部人事教育部・賀数（内線250・850-3185）

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第408号 2019年７月５日発行 （6）



タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
牽
牛
星
。
七
夕
伝
説
で
、
七
月
七
日

の
夜
だ
け
天
の
川
を
渡
っ
て
、
妻
で

あ
る
織
女
星
に
会
う
と
い
う
。

2
、
雷
が
落
ち
る
こ
と
。
雷
雲
と
地
面
と

の
間
に
放
電
が
起
こ
る
こ
と
。
地
上

の
突
起
物
に
落
ち
や
す
い
。
対
地
放

電
。

3
、
個
人
あ
る
い
は
集
団
が
永
住
を
望
ん

で
他
の
国
に
移
り
住
む
こ
と
。ま
た
、

そ
の
人
々
。
現
在
で
は
「
移
住
」「
移

住
者
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

4
、
事
態
が
進
行
し
て
、
新
た
な
局
面
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
物
事
が

進
歩
・
発
展
す
る
こ
と
。

5
、
数
の
単
位
。
1
万
の
1
万
倍
。
10
の

8
乗
。

7
、
現
実
に
即
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
さ
ま
。
あ
る
が
ま
ま
。

11
、
寒
冷
・
外
傷
・
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

に
よ
っ
て
起
こ
る
精
神
的
緊
張
や
生

体
内
の
非
特
異
的
な
防
衛
反
応
。
ま

た
、
そ
の
要
因
と
な
る
刺
激
や
状
況
。

12
、
打
楽
器
の̶

。
木
製
・
金
属
製
な
ど

の
胴
の
両
面
ま
た
は
片
面
に
皮
な
ど

を
張
っ
た
も
の
。
桴
（
ば
ち
）
や
手
で

打
ち
鳴
ら
す
。

13
、
ふ
つ
う
5
本
の
腕
を
も
ち
、
扁
平
な

星
形
の
五
角
形
を
し
、
外
面
は
多
数

の
小
骨
板
か
ら
な
り
、
硬
い
が
曲
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
腹
面
に
口
が
あ

り
、
肛
門
は
背
面
に
開
く
。
腕
の
下

面
に
あ
る
管
足
で
移
動
し
、
貝
類
な

ど
を
食
べ
る
。
切
れ
て
も
再
生
力
が

強
い
。
す
べ
て
海
産
。

14
、
地
面
の
下
。
土
の
下
。
地
中
。

16
、
光
の
当
た
ら
な
い
所
。
か
げ
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
建
造
物
を
落
雷
か
ら
守
る
た
め
に
屋

上
な
ど
に
立
て
る
、
先
の
と
が
っ
た

金
属
棒
。
導
線
で
地
面
と
接
続
し
、

地
中
へ
放
電
さ
せ
る
。

6
、
国
家
を
構
成
し
、
そ
の
国
の
国
籍
を

有
す
る
者
。
国
政
に
参
与
す
る
地
位

で
は
公
民
ま
た
は
市
民
と
も
よ
ば
れ
る
。

7
、
地
球
上
の
水
で
お
お
わ
れ
て
い
な
い

部
分
。

8
、
自
主
的
に
社
会
事
業
な
ど
に
参
加
し
、

無
償
の
奉
仕
活
動
を
す
る
人
。

9
、
自
分
の
思
う
ま
ま
に
振
る
舞
う
心
。

気
ま
ま
な
考
え
。

10
、
主
人
や
家
人
が
外
出
し
て
い
る
間
、

そ
の
家
を
守
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。

14
、
物
事
を
知
り
、
考
え
、
判
断
す
る
能

力
。
人
間
の
、
知
的
作
用
を
営
む
能

力
。

15
、
化
粧
室
。
手
洗
い
所
。
便
所
。

17
、
凝
縮
す
る
こ
と
。
濃
縮
す
る
こ
と
。

શ࢛ࠃ՝୊ͷ౸ୡ
5 月 2019年度累計 累計

組合員ふやし（人） 153 283 95,285
出資金ふやし（千円） 6,239 12,490 1,796,364
班づくり（班） 2 4 398
担い手ふやし（人） 2 20 1,013

୲͍ख;΍͠ʹ͍ͭͯ͸、ݱ੎Λ͍ͯͤࡌま͢ɻ
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Ϋ
ϩ
ε
ϫ
ồ
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ύ
ζ
ϧ
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౴

Ω
ι
΢
ς
ϯ
Ψ
Π

౰
બ
ऀ

・
伊　
波　
節　
子
（
う
る
ま
市
）

・
山　
城　
初　
枝
（
中
城
村
）

・
上　
原　
洋　
子
（
西
原
町
）

・
セ
イ
さ
ん　
　
　
（
那
覇
市
）

・
与　
儀　
光　
生
（
那
覇
市
）

・
翁　
長　
由　
衣
（
那
覇
市
）

・
古
波
蔵　
恵　
美
（
那
覇
市
）

・
上　
原　
幸　
也
（
那
覇
市
）

・
仲　
間　
晴　
美
（
那
覇
市
）

・
あ
い
ち
ゃ
ん　
　
（
那
覇
市
）

・
赤　
嶺　
　
　
修
（
豊
見
城
市
）

・
大　
城　
尚　
美
（
豊
見
城
市
）

・
崎　
原　
研　
司
（
八
重
瀬
町
）

・
喜　
瀬　
壽　
子
（
与
那
原
町
）

・
豊　
平　
初　
枝
（
糸
満
市
）

40
名
の
応
募
が
あ
り
全
員
が
正
解
し
ま

し
た
。
抽
選
で
15
名
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
広
場

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ụ
ใ
ࠂ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
各
種
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

２
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
第
17

回
工
程
会
議
に
つ
い
て

ụ
ܾ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
那
覇
市
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
へ
の
応
募
に
つ
い
て

ụ
ڠ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
第
54
回
通
常
総
代
会
関
係

２
、
労
働
組
合
関
係

３
、
嵐
圭
史
（
元
劇
団
前
進
座
）

全
国
縦
断
感
謝
公
演
企
画
書

に
つ
い
て

ఆ
ྫ
ཧ
ࣄ
会
ͩ
Α
Γ

˕
ୈ
23
ظ
ୈ
27
ճ
ཧ
ࣄ
ձ
͕
5
݄

25
೔
ʹ
։
࠵
͞
Ε
ỏ
ࠨ
ه
ͷ
ٞ

୊
ʹ
ͭ
͍
ͯ
৹
ٞ
͞
Ε
ま
͠
ͨ
Ố

組߹һのօ༷΁
大切な出資金をお預かりしています。
住所や電話番号など変更がある場合は、
お手数ですが「まちづくり推進部」まで
ご連絡ください。TEL 098-850-9004
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○ マス目に答えを記入し、２重枠の文字のヒントを参考
に並べ替えて下さい。
○ 締め切りは8月15日（木）です。（消印有効）
○ クロスワードパズルの解答・当選者は410号（2019年
９月５日発行）です。
○ ハガキに答え・住所・氏名・一言コメントを記載しお送り
下さい。正解者の中から15名に図書カードを贈呈します。

■ 送り先　 〒901-0294豊見城市字真玉橋593-1（８階）
　　　　　沖縄医療生協本部　☎098-850-9004
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沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。

あかるいまち　地域まるごと健康づくり 第408号 2019年７月５日発行（7）



⁞ あらかじめソースの材料を合わ
せておく。

  フライパンにオリーブオイルを
入れ熱し塩胡椒を振った鳥もも
肉を皮を下にして焼く。

⁠ 鶏肉にしっかりと焼き色がつい
たらソースを絡める。
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  ˑ๘ຶ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 大͞͡ 1��
  ˑে༉ ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 大͞͡ 1��
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ྉʢ̎ਓલʣࡐ
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ܲ೑のϋχʔϚελʔυম͖

沖縄医療生活協同組合 豊見城市真玉橋 593-1（8階） ☎098-856-3107

沖縄協同病院 那覇市古波蔵 4-10-55 ☎098-853-1200

とよみ生協病院 豊見城市真玉橋 593-1 ☎098-850-7955

中部協同病院 沖縄市知花 6-25-5 ☎098-938-8828

那覇民主診療所 那覇市松尾 2-17-34 ☎098-880-9620

糸満協同診療所 糸満市潮崎町 2-1-10 ☎098-992-3920

首里協同クリニック 那覇市首里石嶺町 1-147-3 ☎098-884-4846

浦添協同クリニック 浦添市宮城 3-1-5 ☎098-870-8060

やんばる協同クリニック 名護市大北 5-3-2 ☎0980-52-1001

協同にじクリニック 那覇市古波蔵 4-10-10 ☎098-855-6201

生協ケアセンター 豊見城市真玉橋 593-1 訪問看護☎098-851-4715
  訪問介護☎098-851-4716
那覇市地域包括支援センター 古波蔵　那覇市古波蔵 4-7-5（1階） ☎098-855-6254
老人保健施設 かりゆしの里 南風原町山川 256-2 ☎098-835-6607

安謝高齢者複合施設 那覇市安謝 250 ☎098-861-9315
小規模多機能ホーム 石川にじの家 うるま市石川東山本町 1-19-18 ☎098-989-9487

沖縄医療生活協同組合 豊見城市真玉橋 593-1（8階） ☎098-856-3107

沖縄協同病院 那覇市古波蔵 4-10-55 ☎098-853-1200

とよみ生協病院 豊見城市真玉橋 593-1 ☎098-850-7955

中部協同病院 沖縄市知花 6-25-5 ☎098-938-8828

那覇民主診療所 那覇市松尾 2-17-34 ☎098-880-9620

糸満協同診療所 糸満市潮崎町 2-1-10 ☎098-992-3920

首里協同クリニック 那覇市首里石嶺町 1-147-3 ☎098-884-4846

浦添協同クリニック 浦添市宮城 3-1-5 ☎098-870-8060

やんばる協同クリニック 名護市大北 5-3-2 ☎0980-52-1001

協同にじクリニック 那覇市古波蔵 4-10-10 ☎098-855-6201

生協ケアセンター 豊見城市真玉橋 593-1 訪問看護☎098-851-4715
  訪問介護☎098-851-4716
那覇市地域包括支援センター 古波蔵　那覇市古波蔵 4-7-5（1階） ☎098-855-6254
老人保健施設 かりゆしの里 南風原町山川 256-2 ☎098-835-6607

安謝高齢者複合施設 那覇市安謝 250 ☎098-861-9315
小規模多機能ホーム 石川にじの家 うるま市石川東山本町 1-19-18 ☎098-989-9487
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で
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診
デ
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ケ
ア
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業
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し
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ざ
行
っ
て
み
る
と
チ
ラ
シ
を
巻
く
工
程
が
な

か
な
か
上
手
く
い
か
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を
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と
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で
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ぐ
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し
た
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と
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ま

す
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と
思
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沖縄医療生活協同組合

困った
ときはくらしの
相談窓口へ
医療、介護、くらしなどで
お困りではありませんか？
お気軽にご相談ください。

〈窓口〉まちづくり推進部

Tel.098-856-2519
受付時間：月～金　9 : 00 ～ 16 : 00

相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。相談内容をメモしておくと、スムーズな相談に役立ちます。

外来を終えて　ひと眠り…

絵：上原 和博

沖縄医療生協だより

【医療福祉生協の理念】　健康をつくる。　平和をつくる。　いのち輝く社会をつくる。
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